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論文内容の要旨
巾請者は建設コンサルタント会社に勤務し、主に構造物と地盤に関する設計業務に従事してきた。本論
文は、これらの業務に関連して行った構造物と地盤との接触面の設J十上の取り扱いに関する一連の研究結
果を取りまとめたものである。
第 l草では、地盤と構造物の接触面が構造物の設計ト重要な要素である護岸および地下鉄構造物に関し
て、過去の設計法の変遷および現状を述べ、現在の設計法の背景およびその適用範囲を示し、今後の課題
について述べた。
第2章では、火力発電所の灰捨て護岸に採用された鋼矢仮セル式護岸の合理化検討を行うに際して、軟
弱な粘土地盤内に椴入れを有する鋼矢板セル式護岸の有限要素解析モデルを構築し、地盤改良率(砂杭置
換率と改良範囲の程度を表す)と護岸の変形量およびセルのフープテンションカとの関係を数値解析によ
り検討した。セルの内部よりも外部での砂杭置換による地盤改良を行う応が変形量の抑制に効果的である
ことなどが分かり、当初j設計に対する改良案を見い出した。ついで、実物大のセル式護岸の水平載荷実験
を実施し、セルの変形量およびフープテンション力の実視IJ値と令限要素解析結果との比較・検討を行った。
その結果、設計荷重の範囲内での水平変位は有限要素解析によって十分評価できること、ならびに現在の
設計法の根拠となっているセルのせん断変形は顕著でなく、新たな設計法が必要であること、などが指摘
できた。
第3章では、人工島の建設工法の一つである軟着島の免震特性を明らかにするために、水中振動台を用
いたモデル実験を実施した。想定した人[島の構成要素の約l!lOO縮尺のモデルに対して正弦波入力加速
度を与え、変位、着底地盤のせん断力および間隙水圧などの応答値、ならびに減表特性を調べた。その結
果、入力加速度が小さい場合は応答加速度の増幅が認められたが、入力加速度が大きくなるにつれて応答
加速度が入力加速度より小さくなり、軟着島は強震時に免震特性を発揮することが分かつた。また、各応
答特性は簡単な l質点一非線形パネモデルを用いた解析で説明できた。
第4章では、兵庫県南部地震で地下鉄構造物の被害調査を行い、開削工法で建設された駅舎部での地表
面変位と被害との聞には明確な相関性が認められ、現在、地下構造物の耐震設計に用いられている応答変
位法の妥当性が被証できた。また、シリコンを用いた伎擬地保内での地下鉄構造モデルの振動台実験を実
施し、地盤と構造物の問の応力伝達特性を調べ、有限要素解析により実験値を補完した結果、地盤と構造
物の間に部分的な‘滑り層を導入することによって中壁に作用するせんl析力が低減でき、開削構造物の耐震
特性を向上できる可能性が指摘できた。
第 5章では、第2章から第4章で得られた結論をまとめた。
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論文審査の結果の要旨
護岸構造物や地下構造物と周辺地盤との静的および動的接触特性をいかに考慮するかは、これらの構造
物の設計にとって非常に重要な問題である。本論文の著者は長年の設計実務をとおしてこの問題の研究に
取り組んでおり、得られた成果を本論文に取りまとめている。
まず最初に根入れのある鏑矢板セル式護岸に対して、地盤と鋼矢板セルとの接触特性をリンク要素でモ
デル化した有限要素解析法を提案している。本解析法により護岸の前面地盤、背面地盤およびセル内地盤
の特性と、護岸の変形挙動、セル内部の応力伝達特性およびセルのフープテンション力との関係を明らか
にし、護岸の設計・施工計画に際して、サンドコンパクションパイル工法による地盤改良の必要範囲とそ
こでの砂杭置換率を見出している。ついで、それらの成果に基づく改良地盤での実護岸の水平載荷実験お
よび盛土載荷実験を行い、設計地震時土圧に相当する載荷荷重の0.56倍までは完全付着リンク要素、それ
以降では付着応力解放リンク要棄を用いた解析結果が実測挙動に整合しており、提案した有限要素解析法
の設計における有効性を明らかにしている。
つぎに、軟着島を取り上げている。軟着烏は浮遊と着底の中間に位置する一種の海洋構造物であり、そ
の優れた免震特性が期待される構造形式である。軟着島の縮尺模担の水中娠動実験を行い、 50-400Galの
正弦波入力加速度の下では、初期の過渡応答領域の後に最大応答加速度が約50Galに停留するという免
震特性を有していること、ならびに等価ばね係数および等価減衰定数に変位依存性を考慮、した 1自由度系
の振動モデルで軟着島の動的応答特性が再現できることを明らかにしている。
最後に兵庫県南部地震で被害を受けた開削了法による地下鉄構造物を取り上げている。まず被害調査を
行い、地表面変位と被害度との相関性を不し、本地震以降に採用されている応答変位法の妥当性を明らか
にしている.ついでシリコンによる人工地慌に固まれたトンネル函体モデルの振動台実験を行い、実験結
果に有限要素解析結果を補足して、地盤と構造物の聞の応力伝達特性を明らかにするとともに、構造物と
地盤との聞にスリ、ソプ隔を設けることによる応答特性の変化からスリップ嵐による免震効果を明らかにし
ている。
以上のように、本論文は地盤と構造物との静的および動的相互作用という問題に対して、 3揮の構造物
の調査・設計実務に関連させた研究を行い、数多くの貴重な知見を与えている。これらの研究成果は土木
工学、特に構造工学分野の発展に寄与するところ大であり、本論文の昔ー者は博士(工学)の学位を受ける
資格を有するものと認める。
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